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現
在
、
多
く
の
女
性
が
Ｐ

Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症
候
群
）
や

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
（
月
経
前
不
快
気

分
障
害
）
な
ど
の
精
神
的
な

不
調
に
悩
み
、
様
々
な
対
策

を
試
み
て
い
る
も
の
の
、
根

本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
多
く
の
女
性
は
つ
ら

い
月
経
前
や
月
経
中
な
ど
を

中
心
に
「
あ
り
た
い
自
分
」

で
い
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
実
は
こ
う
し
た
悩
み
に

は
考
え
方
の
く
せ
や
ス
ト
レ

ス
耐
性
な
ど
の
心
理
的
な
要

因
も
関
わ
っ
て
お
り
、
同
社

が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
月

経
前
の
心
の
不
調
に
悩
ん
で

い
る
人
の
９
割
以
上
が
「
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
の
く

せ
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
こ
の
考

え
方
の
く
せ
に
着
目
。
婦
人

科
医
や
心
療
内
科
医
、
臨
床

心
理
士
・
公
認
心
理
師
な
ど

の
専
門
家
と
連
携
し
、
つ
ら

い
月
経
前
や
月
経
時
で
も

「
あ
り
た
い
自
分
」
で
い
ら

れ
る
よ
う
科
学
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
「
コ
コ
リ
ー
」
を

開
発
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
考
え
方
に
基
づ

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
月
経
周
期
や
１
日
の

目
標
に
合
わ
せ
て
お
す
す
め

す
る
。
月
経
予
測
・
管
理
と

日
々
の
自
分
の
状
態
を
記
録

が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
記
録
に
合
う
よ
う
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
ア
プ
リ
が
毎

日
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
一

人
で
継
続
す
る
こ
と
に
不
安

を
感
じ
る
人
も
計
画
的
に
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

独
自
の
機
能
に
よ
っ
て
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
今
の
心
の
状
態
に

合
わ
せ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ン
テ
ン
ツ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ど
ち
ら
か
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ト
レ

標
・
評
価
、
後
継
者
管
理
な

ど
の
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
機
能
を
活
用
し
、
人
事
・

給
与
管
理
に
は
以
前
か
ら
Ｓ

Ａ
Ｐ 

Ｈ
Ｃ
Ｍ
を
利
用
し
て

い
た
。
今
回
、
デ
ー
タ
や
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
と
統

合
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

導
入
を
通
じ
て
企
業
価
値
の

最
大
化
を
目
指
す
同
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
変
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ

ｔ 

Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ

ｔ
ｅ
ｄ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｕ
ｎ
ｉ
ｆ

ｉ
ｅ
ｄ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｓ
ｅ
ｉ
ｄ

ｏ
）」
の
一
環
と
し
て
、
国

内
の
人
事
・
給
与
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ａ
Ｐ 

Ｓ

ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｓ
へ
の
移
行
を
実
現
し
た
。

　

今
回
の
人
事
・
給
与
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
あ
た
り
、
Ｓ

Ａ
Ｐ 

Ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｆ

ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
間
（
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
人
事
管
理
、
給
与
計

算
）
は
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の

勤
怠
等
の
周
辺
人
事
シ
ス
テ

ム
と
も
シ
ー
ム
レ
ス
に
デ
ー

タ
連
携
し
、
人
事
デ
ー
タ
の

流
れ
を
シ
ン
プ
ル
化
し
た
。

ま
た
、
人
事
業
務
全
般
の
業

務
フ
ロ
ー
の
問
題
点
を
洗
い

出
し
、
フ
ロ
ー
の
最
適
化
、

業
務
標
準
化
を
図
っ
た
。

　

以
上
に
よ
り
、人
事
業
務
全

般
に
か
か
る
人
件
費
や
シ
ス

テ
ム
の
保
守
・
運
用
に
か
か

る
コ
ス
ト
削
減
、自
動
化
・
効

率
化
を
通
じ
た
従
業
員
の
生

産
性
向
上
を
実
現
し
て
い
く
。

　

花
王
は
、
２
０
２

１
年
４
月
の
発
足
時
よ
り
参

加
し
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究

会
と
日
本
初
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
学
科
を
設
置
し
た
武

蔵
野
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
暮
ら

し
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
幅
広
く

生
活
者
に
広
げ
る
た
め
の
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
す
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
ア
ン
テ

ナ
が
高
い
武
蔵
野
大
学
の
大

学
生
と
の
協
働
に
よ
り
、
身

近
な
場
面
で
、
楽
し
み
な
が

ら
、
仲
間
や
家
族
と
一
緒
に

取
り
組
め
る
活
動
を
生
み
出

す
と
と
も
に
、
生
活
者
の
行

動
変
容
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

ー
ニ
ン
グ
が
つ
ら
い
日
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
で
ゆ

っ
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
セ
ル
フ
ケ
ア
を
実

践
で
き
る
。

と
考
え
、
今
回
の
株
式
取
得

に
至
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
行
動

制
限
が
緩
や
か
に
な
っ
た

今
、
生
活
者
の
「
リ
ア
ル
店

舗
で
の
買
い
物
」
に
対
す
る

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。
＠

ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ
の
店
舗
事
業
も

２
０
２
３
年
６
月
期
第
３
四

半
期
の
売
上
高
が
昨
対
同
期

比
で
１
５
５
％
と
な
る
な

ど
、
回
復
・
成
長
を
遂
げ
て

い
る
。

　

今
後
、
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
販
促

領
域
の
施
策
と
さ
れ
て
き
た

店
舗
で
の
体
験
価
値
の
提
供

と
、
＠
ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ
や
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
の
広
告
宣
伝
・
Ｐ

Ｒ
領
域
の
施
策
の
融
合
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
ア
イ
ス

タ
イ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今

回
の
株
式
取
得
に
よ
り
リ
ア

ル
な
ユ
ー
ザ
ー
接
点
の
さ
ら

な
る
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
＠
ｃ

ｏ
ｓ
ｍ
ｅ
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

Ｅ
Ｃ
で
あ
る
＠
ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
リ
ア

　

「
Ｈ
Ｄ
Ｉ
格
付
け
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
」
と
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の

国
際
標
準
に
基
づ
い
た
評
価

基
準
に
よ
り
、各
企
業
の「
問

合
せ
窓
口
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）」
と
「
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ポ

ー
ト
（
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）」

を
顧
客
視
点
で
評
価
す
る
も

の
。
同
社
は
、
消
費
者
か
ら

の
様
々
な
問
合
せ
に
対
応
す

る
「
お
客
様
相
談
室
」
の
電

話
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
各
種

問
合
せ
窓
口
で
の
、
消
費
者

の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
誠
実

な
応
対
に
加
え
、
化
粧
品
の

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
微
妙
な
違

い
に
よ
る
使
用
感
の
言
語

化
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ポ
ー
ト
の
操

作
性
の
良
さ
や
わ
か
り
や
す

　

先
日
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
、

な
ぜ
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
は

過
剰
に
審
判
を
責
め
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
話
が
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。

　

も
ち
ろ
ん
ほ
か
の
ス
ポ

ー
ツ
で
も
審
判
に
文
句
を

言
う
人
は
い
る
が
、
応
援

団
全
体
で
審
判
に
ブ
ー
イ

ン
グ
等
で
抗
議
の
意
を
示

す
ス
ポ
ー
ツ
は
他
に
は
あ

ま
り
な
い
よ
う
に
思
う
。

プ
レ
ー
し
て
い
る
選
手
を

み
て
も
、
選
手
が
大
勢
集

ま
っ
て
審
判
を
取
り
囲
ん

で
判
定
に
異
議
を
唱
え
る

競
技
は
珍
し
い
。

　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ

て
な
ぜ
差
が
生
ま
れ
る

の
か
を
、
サ
ッ

カ
ー
の
競
技
と

し
て
の
特
徴
か

ら
考
え
る
と
、

ま
ず
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
非
常
に
広

い
。
広
大
な
ピ
ッ
チ
で
、

両
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
22
人

の
選
手
が
入
り
乱
れ
て
プ

レ
ー
し
て
お
り
、
審
判
は

そ
れ
を
主
審
１
人
と
副
審

２
人
の
計
３
人
で
見
る
必

要
が
あ
る
。

　

実
際
の
プ
レ
ー
で
は
、

身
体
的
接
触
の
回
数
が
多

く
、
フ
ァ
ー
ル
以
外
で
は

基
本
的
に
試
合
が
止
ま
ら

ず
常
に
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
２
つ
の
特
徴
を
兼
ね

備
え
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は

あ
ま
り
多
く
な
い
。

　

身
体
的
接
触
が
、
反
則

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の

基
準
を
示
す
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
上
の
記
載
は
、
判
定
者

の
主
観
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
部
分
が
多
く
、

「
過
剰
な
力
に
よ
っ
て
～
」

や
、「
不
必
要
な
～
」な
ど
、

見
る
人
に
よ
っ
て
は
ど
ち

ら
と
で
も
取
れ
る
よ
う
な

ル
ー
ル
が
多
く
存
在
し
て

い
る
た
め
、
贔
屓
チ
ー
ム

に
と
っ
て
不
利
な
判
定
の

よ
う
に
感
じ
、
観
客
は
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
溜

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
最

大
の
特
徴
で
、
審
判
に
敵

意
を
向
け
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
得
点
の
少

な
さ
だ
ろ
う
か
。
両
チ
ー

ム
と
も
得
点
で
き
ず
０
対

０
の
ま
ま
試
合
が
終
わ
る

こ
と
も
頻
繁
に
あ
り
、
ほ

か
の
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
、
サ
ッ
カ
ー
ほ
ど
得
点

が
入
ら
な
い
競
技
は
な

い
。
そ
の
た
め
審
判
の
判

定
一
つ
ひ
と
つ
に
対
す
る

コ
ス
ト
が
非
常
に
大
き

い
。
た
だ
で
さ
え
点
が
入

ら
な
い
競
技
で
、
苦
労
し

て
や
っ
と
も
ぎ
取
っ
た
１

点
が
疑
問
の
残
る

判
定
で
覆
さ
れ
て

し
ま
っ
た
ら
、
文

句
を
言
い
た
く
な

っ
て
し
ま
う
気
持

ち
は
非
常
に
よ
く

わ
か
る
。
昨
今
は
ビ
デ
オ

判
定
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
で

よ
り
正
確
に
判
定
を
下
す

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
審
判
に
怒
り
の

矛
先
が
向
け
ら
れ
る
流
れ

は
な
か
な
か
無
く
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。　　
　
　
（
郡
）

判　
　

定

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症
候
群
）
や
更
年
期
の
症
状
に
お
け
る
イ
ラ
イ

ラ
や
落
ち
込
み
な
ど
の
心
の
不
調
に
悩
む
女
性
が
、
感
情
に
振
り
回
さ
れ
ず
「
あ
り

た
い
自
分
」
で
い
ら
れ
る
よ
う
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
用
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
「
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｒ
ｅ
（
コ
コ
リ
ー
）」
を
開
発
し
た
。
６
月
５
日

か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

ライオン
心
の
不
調
に
悩
ん
で
い
る

女
性
へ
新
習
慣
を
提
案

ス
マ
ホ
用
Ｗｅ
ｂ
ア
プ
リ「
コ
コ
リ
ー
」を
提
供
開
始

　

シ
ド
ニ
ー
は
、

ブ
ラ
ン
ド
の
枠
を
超
え
て
顧

客
に
本
当
に
合
う
も
の
を
提

案
す
る
こ
と
、
ど
の
よ
う
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
こ

と
を
目
指
し
店
舗
を
運
営
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
方

針
は
、
多
岐
に
わ
た
る
品
揃

え
で
顧
客
と
化
粧
品
と
の

「
素
敵
な
出
会
い
」
を
生
み

出
す
＠
ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｅ 

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
事
業
方
針
と
親
和

性
が
高
い
こ
と
、
＠
ｃ
ｏ
ｓ

ｍ
ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
と
出
店

エ
リ
ア
が
重
な
ら
な
い
一
方

で
、
北
千
住
や
吉
祥
寺
な
ど

の
重
要
商
圏
に
店
舗
を
構
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
事
業
成
長
が
期
待
で
き
る

　

さ
ら
に
、
医
師
や
心
理
士

な
ど
専
門
家
監
修
の
音
声
ガ

イ
ド
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
記
事
、

お
得
に
試
せ
る
他
社
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
ま
で
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

が
充
実
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
豊
富
な

の
で
飽
き
ず
に
楽
し
く
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

「
問
合
せ
窓
口
」
に
つ
い

て
は
、「
謝
辞
の
言
葉
が
多

花王 サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
の
大
学
生
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

ル
店
舗
で
あ
る
＠
ｃ
ｏ
ｓ
ｍ

ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
・
＠
ｃ
ｏ

ｓ
ｍ
ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
一

気
通
貫
し
て
活
用
す
る
化
粧

品
ブ
ラ
ン
ド
向
け
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
拡
充
を
進
め
つ
つ
、
店
頭

集
客
力
や
売
上
向
上
の
た
め

の
施
策
を
実
行
す
る
な
ど
、

化
粧
品
小
売
業
界
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

アイスタイル化
粧
品
専
門
店「
シ
ド
ニ
ー
」の
全
株
式
を
取
得

　

ア
イ
ス
タ
イ
ル
の
連
結
子
会
社
で
あ
る
ア
イ
ス
タ
イ
ル
リ
テ
ー
ル
は
、

７
月
１
日
付
で
、
東
京
都
内
を
中
心
に
化
粧
品
専
門
店
「
シ
ド
ニ
ー
」
を

７
店
舗
（
吉
祥
寺
・
北
千
住
・
錦
糸
町
・
亀
戸
・
小
岩
・
大
森
・
松
戸
）

展
開
す
る
シ
ド
ニ
ー
の
全
株
式
を
取
得
す
る
。

　

コ
ー
セ
ー
は
、
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
世
界
最
大
の
会
員
団
体
で
あ

る
Ｈ
Ｄ
Ｉ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

が
主
催
す
る
「
Ｈ
Ｄ
Ｉ
格
付
け
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
２
０
２
３

年
〈
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
業
界
〉」
に
て
、「
問
合
せ
窓
口
」
と
「
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ポ
ー
ト
」

の
２
部
門
で
最
高
評
価
の
「
三
つ
星
」
を
獲
得
し
た
。
な
お
、
２
部
門
同
時
に
三
つ

星
を
獲
得
す
る
の
は
、
同
社
と
し
て
初
め
て
と
な
る
。

く
礼
儀
正
し
い
こ
と
か
ら
敬

意
が
伝
わ
る
」「
テ
ク
ス
チ

ャ
ー
や
感
覚
の
微
妙
な
違
い

を
言
語
化
し
て
く
れ
る
の

で
、
使
用
感
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
」「
要
望
に
添
え
な

い
こ
と
は
、
改
善
に
向
け
て

取
り
組
む
誠
実
な
姿
勢
を
見

せ
て
く
れ
た
の
で
、
企
業
へ

の
信
頼
が
高
ま
っ
た
」
と
い

っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

「
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ポ
ー
ト
」
に

つ
い
て
は
、「
取
扱
ブ
ラ
ン

ド
は
多
い
が
見
や
す
く
整
理

さ
れ
て
い
る
の
で
、
初
見
で

も
簡
単
に
操
作
で
き
る
」「
セ

ル
フ
ヘ
ル
プ
も
充
実
し
て
い

て
、
自
分
の
好
み
や
状
況
に

合
わ
せ
て
検
索
が
で
き
る
の

も
便
利
で
あ
る
」「
掲
載
内

容
も
シ
ン
プ
ル
で
か
み
砕
い

た
表
現
な
の
で
、
商
品
の
イ

メ
ー
ジ
や
効
果
が
わ
か
り
や

す
い
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

同
社
で
は
、
２
０
１
９
年

か
ら
Ｓ
Ａ
Ｐ 

Ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ

ｓ
ｓ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
の
目

　

資
生
堂
は
、
人
事
改
革
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
基
盤

と
し
て
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
人
事
ク
ラ
ウ
ド
Ｓ
Ａ
Ｐ 

Ｓ
ｕ
ｃ

ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
（
エ
ス
エ
ー
ピ
ー
・
サ

ク
セ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
ズ
）
の
機
能
の
１
つ
で
あ
る
人

事
・
給
与
管
理
シ
ス
テ
ム
を
日
本
に
お
け
る
従
業
員

２
万
４
０
０
０
人
を
対
象
に
今
年
３
月
に
稼
働
を
開

始
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
構
築
に
つ
い
て
は
、

Ｓ
Ａ
Ｐ
が
人
事
管
理
領
域
、
Ｅ
Ｙ
Ｓ
Ｃ
が
給
与
管
理

領
域
を
担
当
し
た
。

新人事・給与
システムを稼働開始

資生堂

「
Ｈ
Ｄ
Ｉ
格
付
け
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」で

最
高
評
価
を
２
部
門
で
獲
得

コーセー


